
 

    

 

２０２２年９月１日 

イオンリテール株式会社 

清 水 商 事 株 式 会 社 

 

 

イオンリテール株式会社による清水商事株式会社の吸収合併に関するお知らせ 

 

 

 イオンリテール株式会社（代表取締役社長 井出 武美：以下、イオンリテール）と清水商事株式

会社（代表取締役社長 江畑 貴正：以下、清水商事）は、２０２２年９月１日付で、イオンリテール

を存続会社として、２０２３年３月１日を効力発生日とする合併契約を締結しましたので、お知らせ

いたします。 

 

 

記 

 

１．合併の目的 

イオンリテールと清水商事は２０１５年１０月、新潟県（以下、県内）で共に成長し続ける

ため、両社の持つ経営資源を融合することが最善であると判断し、清水商事がイオンリテール

の子会社となりました。 

 

その後、県内のイオンリテール店舗で、清水商事の自社工場で製造する地域商材を生かした

総菜の販売や清水商事の店舗でイオンのプライベートブランド「トップバリュ」、電子マネー

「ＷＡＯＮ」を展開するなど、両社の強みを結集させ、地域密着と経営の効率化に取り組んで

きました。 

一方、買物行動の変化や健康意識の高まり、原材料価格高騰など、急激な変化には、さらに

スピードを上げて対応していくことが必要であるとの結論に至りました。 

 

本合併により、経営体制を一本化することで、イオンリテールが目指す食品とＨ＆ＢＣ※を

中心とした小商圏型フォーマットの出店拡大や清水商事が有する既存資産の活性化、両社の

さらなる業務効率化、スケールメリットの最大化を推進します。 

 

今後も両社の従業員が一体となって、地域の発展やお客さま満足の実現にむけた様々な取り

組みと、次なる成長への確固たる基盤づくりに努めてまいります。 

 

 

２．合併の概要 

合併方式  ：イオンリテールを存続会社とする吸収合併方式 

効力発生日 ：２０２３年３月１日 

存続会社   ：イオンリテール株式会社 

 

 

 

 

以上 

 



ご参考 

 

【両社の概要】（２０２２年２月期） 

 

 イオンリテール 

社名  ：イオンリテール株式会社 

       本社所在地 ：千葉県千葉市美浜区中瀬１丁目５番地１ 

       代表者 ：代表取締役社長 井出 武美 

       発足  ：２００８年８月２１日 

資本金 ：１億円 

       決算期 ：２月末日 

   営業収益 ：１兆８,１７３億円 

       従業員数 ：７３,９３６名 

       店舗数 ：３５０店舗 

       屋号  ：「イオン」「イオンスタイル」等 

 

 清水商事 

社名  ：清水商事株式会社 

       本社所在地 ：新潟県新潟市中央区堀之内５５番地１ 

       代表者 ：代表取締役社長 江畑 貴正 

       設立  ：１９４７年１０月５日 

資本金 ：１億円 

       決算期 ：２月末日 

       営業収益 ：１４０億円 

       従業員数 ：５５９名 

       店舗数 ：１５店舗 

   屋号  ：「清水フードセンター」 

 

新潟県の店舗数： 

       イオンリテール ２７店舗 

（ＧＭＳ※：１４店舗、ＳＭ※：１３店舗） 

       清水商事    １５店舗 

（全て新潟市内・ＳＭ※） 

 

 

 

※：Ｈ＆ＢＣ … 医薬品や機能性食品、化粧品、ヘアケア等、「美と健康」を目的とした商品群で、ヘルス＆ 

ビューティケア（Health and Beauty Care）の略。 

   ＧＭＳ  …「総合スーパー」 ゼネラル・マーチャンダイズ・ストア（General Merchandise Store）の略。 

   ＳＭ   …「食品スーパー」 スーパーマーケット（Super Market）の略。 

 


